
「割合」に関する
問題を集めました。
ご活用ください。

ＶＯＬ．２
（平成２６年度～平成３０年度）



【算数Ａ】

年度 問題番号 出題の趣旨

H27 ７ グラフに表されている事柄を読み取ることができる

８ 全体の大きさに対する部分の大きさを表す割合の意味について理解している

９（１） 示された場面を適切に読み取り，全体の人数を求める式に表すことができる

９（２） １を超える割合を百分率で表す場面において，基準量と比較量の関係を理解している

H30 ８ 百分率を求めることができる

【算数Ｂ】

年度 問題番号 出題の趣旨

２（１） 示された場面から基準量と比較量を捉え，倍を求めることができる

２（２） 最大値に着目して，棒グラフの棒を枠の中に表すことができない理由を記述できる

２（３） 全体と部分の関係を示すために用いるグラフを選択することができる

５（２） 示された情報を解釈し，基準量の１．５倍の長さを表している図を選択することができる

５（３） 示された情報を整理し，筋道を立てて考え，小数倍の長さの求め方を記述できる

２（１） 単位量当たりの大きさを用いて，目的に応じた買物の仕方を選択し，代金を求めることができる

２（２） 示された情報から基準量を求める場面と捉え，比較量と割合から基準量を求めることができる

２（３） 示された割り引き後の値段の求め方の中から誤りを指摘し，正しい求め方と答えを記述できる

４（１） 単位量当たりの大きさを求めるために，ほかに必要な情報を判断し，特定することができる

４（２） 示された事柄について，二つの表を基に読み取ることができない事柄を特定することができる

４（３） グラフから貸出冊数を読み取り，それを根拠に，示された事柄が正しくない理由を記述できる

５（１） 示された割合を解釈して，基準量と比較量の関係を表している図を判断できる

５（２） 身近なものに置き換えた基準量と割合を基に，比較量を判断し，その判断の理由を記述できる

３（１） メモの情報とグラフを関連付け，総数や変化に着目していることを解釈し，それを記述できる

３（２） 棒グラフと帯グラフから読み取ることができることを，適切に判断することができる
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掲載問題一覧

H27

H28

H28












































